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鹿児島県における木質チ ップ燃料の供給 ・利用実態とその課題
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                                          Summary 

 The availability of greater volumes of woody biomass would be advantageous for Japan. The objective of this study 

was to examine problems regarding the use of wood chips as fuel in Kagoshima through investigations of two sawmills 

that are wood chip fuel producers and three consumers. The consumers included an eel cultivation facility, a public spa, 

and an elder care facility. The available volume of wood chips from the sawmills was calculated and compared with the 

present fuel chip demand. The supply was sufficient because the present demand was estimated to be less than 5% of 

the production capacity. On the other hand, the production capacity of the dried (low-moisture content) chips was less 

than one and a half times the demand. The initial cost of introducing a wood chip boiler for high-moisture chip fuel would 

be higher than that of one for dried-chip fuel. It would be necessary to supply a sufficient volume of dried chips to meet 

the demand required for the use of a wood chip boiler.
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1.は じ め に

近 年,地 球温 暖 化 防止 や 循環 型 社 会,さ らに は林 業活 性

化 の 観点 か ら,我 が 国 で は木 質バ イオ マ スの エ ネル ギ ー利

用 が 再 び注 目 され て い る(熊 崎,2000)。 エ ネ ル ギ ーの 利

用 法 と しては,直 接燃 焼 に よる熱 利 用 が最 もエ ネル ギ ー効

率 が 良 い(熊 崎,2008)。 また,ボ イ ラー に よる熱 利 用 が

直 接 燃焼 発 電 や ガス化 発 電 エ タ ノー ル製 造等 と比較 し二

酸 化 炭素 削 減 コス トは低 い こ とが 報 告 され て い る(佐 賀 ほ

か,2008)。

木 質バ イオ マ ス一 般 を直接 燃 焼 に よ りエ ネル ギー 利用 す

る場 合,ペ レ ッ ト等 の成 型 燃料 と して用 い られ る場合 もあ

るが,日 本 の 木質 ペ レ ッ ト工場 は まだ規 模 ・数 ともに小 さ

い こ と(ペ レ ッ トク ラブ,2004)も あ り,木 質チ ップ とし

て用 い られ る場 合 が 多 い。 チ ップ と して使 用 され る場 合,

ペ レ ッ トの よ うに圧 密 加工 す る必要 が な く,あ る程 度 の低

い含 水 率 で あれ ば利 用 す る こ とが で きる(岩 手県,2006)。

しか し,木 質 チ ップ をボ イ ラー で燃 焼 させ る場合,熱 効率

の 面か ら含 水 率 を一 定 の値 以 下 に保 つ こ とが 重 要 となっ て

くる(Hakkila and Parikka, 2002;熊 崎,2004)。

そ の よ うな現状 の 中,鹿 児 島 県 内 には ペ レッ ト工 場 が存

在 しない た め,木 質チ ップ ボ イ ラーの 導入 を推進 して い る

が,ま だ 導入 事 例 は多 くな い。 鹿児 島県 が県 内事 業 者 を対

象 と して 実施 した 木質 バ イ オマ ス需 要 ア ンケー ト調 査(鹿

児 島県,2010)に お け る 「木 質 バ イ オマ ス焚 きボ イ ラー の

導入 ・更新 を検討 しない,で きない」理 由 として最 も多 か っ

た の は,「 木 質 バ イ オ マ ス焚 きボ イ ラー につ い て よ く分 か

らな い た め 」 とい う答 え に 次 い で,そ の 他 の 内容 と して

「燃 料 の 入 手,保 管 等 具 体 的 に分 か らな い」 とい う もの が

挙 げ られ て いた 。 ま た,木 質 バ イ オマ ス 焚 きボ イラー の導


